
 

地
域
協
育
ネ
ッ
ト
「
熊
毛
学
園
」
事
業
報
告
（
概
要
）

 
  Ⅰ

 
ス
ロ
ー
ガ
ン
 
 
「
つ
な
が
ろ
う
 
ふ
る
さ
と
大
好
き

 
熊
毛
っ
子
」
の
育
成
 

 Ⅱ
 
「
熊
毛
学
園
」
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
別
紙
１
）
 

 Ⅲ
 
令
和
３
年
度
の
活
動
目
的

 

○
 
Ｃ
Ｓ
の
つ
な
が
り
を
中
心
と
し
た
「
熊
毛
中
学
校
区
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
」
の
仕
組
み
を
核
と
し
、
学
校
間

連
携
を
推
進
す
る
「
熊
毛
地
区
小
･中

･高
校
連
絡
協
議
会
」
、
地
区
内
教
職
員
の
授
業
力
･
指
導
力
向
上
を
め

ざ
し
た
「
熊
毛
地
区
研
修
会
」
等
の
取
組
を
整
理
し
た
全
体
構
想
･
協
働
組
織
体
を
「
熊
毛
学
園
」
地
域
協
育

ネ
ッ
ト
と
称
し
、
７
校
（
小
５
･中

１
･高

校
１
）
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
 

○
 
こ
れ
ま
で
の
中
学
校
区
内
の
取
組
を
学
園
構
想
体
系
へ
整
理
す
る
。
 

○
 
熟
議
を
通
し
て
、
関
係
者

(Ｃ
Ｓ
委
員
、
教
職
員
等
)が

「
め
ざ
す
子
ど
も
の
姿
」
を
確
認
･共

有
し
、
各
領

域
(
部
会
)の

重
点
目
標

(取
組

)
を
考
え
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
の
年
間
の
活
動
の
流
れ
を
作
成
す
る
。
 

○
 
こ
れ
ら
を
通
し
て
「
熊
毛
学
園
」
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
の
「
見
え
る
化
」
を
図
り
、
関
係
者

(
Ｃ
Ｓ
委
員
、
教

職
員
等
)の

理
解
、
地
域
へ
の
周
知
を
進
め
る
。
 

 Ⅳ
 
活
動
概
要
 

１
 
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
連
絡
会
議
 

（
１
）
期
日

 
令
和
３
年
６
月
１
６
日
（
水
）
１
３
：
０
０
～
１
３
：
４
５
〔
於
：
高
水
小
学
校
〕
 

 
（
２
）
目
的

 
自
己
紹
介
や
情
報
交
換
を
通
し
て
、
各
校
Ｃ
Ｏ
が
顔
と
名
前
の
分
か
る
関
係
を
つ
く
る
。
 

（
３
）
概
要

 
・
各
校
活
動
状
況
紹
介
、
取
り
組
み
た
い
こ
と
や
課
題
に
感
じ
て
い
る
こ
と
等
情
報
交
換
 

２
 
第
１
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
 

（
１
）
期
日

 
令
和
３
年
６
月
１
６
日
（
水
）
１
４
：
０
０
～
１
５
：
３
０
〔
於
：
高
水
小
学
校
〕
 

 
（
２
）
目
的
 
各
校
関
係
者
が
、
「
熊
毛
学
園
」
構
想
の
活
動
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
。
 

（
３
）
概
要
 
・
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
説
明
、
及
び
協
議
 

・
８
/５

拡
大
Ｃ
Ｓ
･
合
同
研
修
会
の
持
ち
方
、
今
後
の
活
動
等
に
つ
い
て
協
議
 

３
 
合
同
研
修
会
に
向
け
た
打
合
せ
（
①
～
③
）
 

（
１
）
期
日

 
①
７
月
２
日
（
金
）、

②
７
月
２
１
日
（
水
）
、
③
７
月
３
０
日
（
金
）〔

於
：
熊
毛
中
学
校
〕
 

４
 
熊
毛
中
学
校
区
拡
大
学
校
運
営
協
議
会
・
｢熊

毛
学
園
｣
合
同
研
修
会
〔
熟
議
〕
 

（
１
）
期
日

 
令
和
３
年
８
月
５
日
（
木
）
９
：
１
５
～
１
１
：
４
５
〔
於
：
熊
毛
中
学
校
〕
 

（
２
）
概
要
 
領
域
別
に
「
め
ざ
す
子
ど
も
の
姿
」
に
つ
い
て
協
議
（
別
紙
２
）
 

 
 
 
 
 
 
 
全
体
会
ま
と
め
（
別
紙
３
）
 

５
 
第
２
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
 

（
１
）
期
日

 
令
和
３
年
１
０
月
８
日
（
金
）
１
５
：
０
０
～
１
６
：
３
０
〔
於
：
ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
〕
 

 
（
２
）
目
的
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
と
し
て
、「

め
ざ
す
子
ど
も
の
姿
」
を
決
定
す
る
。
 

（
３
）
概
要
 
・
８
/５

熟
議
結
果
か
ら
、
「
め
ざ
す
子
ど
も
の
姿
」（

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
案
）
決
定
 

・
規
約
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
協
議
、
確
認
 

 Ⅴ
 
成
果
 

○
 
｢
熊
毛
学
園
｣ス

タ
ー
ト
の
一
年
で
あ
っ
た
が
、
当
初
計
画
し
た
事
業
を
概
ね
実
施
で
き
た
。
 

○
 
各
事
業
、
各
校
Ｃ
Ｓ
を
通
し
て
、
学
園
構
想
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
周
知
、
理
解
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
 

○
 
夏
季
合
同
研
修
会
は
、
教
職
員
、
Ｃ
Ｓ
委
員
だ
け
で
な
く
、
熊
毛
中
･熊

毛
北
高
生
徒
の
参
加
も
得
ら
れ
た
。

熟
議
を
通
し
て
、「

め
ざ
す
子
ど
も
の
姿
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
の
評
価
も
高
か
っ
た
。 

○
 
山
口
大
学
、
県
・
市
教
委
等
、
関
係
機
関
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、
適
宜
指
導
助
言
を
い
た
だ
け
た
。
 

 

Ⅵ
 
次
年
度
へ
の
課
題
、
今
後
の
取
組
 

・
 
各
領
域
に
お
い
て
、
協
議
、
課
題
意
識
の
共
有
を
進
め
、
具
体
的
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
 

・
 
年
２
回
の
拡
大
Ｃ
Ｓ
･合

同
研
修
会
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
構
築
す
る
こ
と
 

・
 
各
校
教
育
活
動
、
各
校
Ｃ
Ｓ
活
動
と
、「

熊
毛
学
園
」
と
の
連
動
性
、
整
合
性
を
高
め
る
こ
と
 

・
 
役
員
会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
役
割
を
確
認
し
、
そ
の
機
能
を
高
め
る
こ
と
 

く
ま
げ
学

園
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〔
 
全
体
会
 
〕
領
域
部
会
記
録
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別
紙
３
 

 ・
会
場
責
任
者
（
河
村
康
男
）、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
田
中
一
志
）、

指
導
助
言
者
（
木
本
育
夫
）
 

 ・
参
加
者
数
１
４
７
名
～
教
職
員
７
８
名
、
地
域
関
係
者
４
８
名
、
生
徒
２
１
名
 

 
外
部
出
席
者
１
０
名
～
県
教
委
３
名
、
周
南
市
教
委
２
名
、
光
市
教
委
２
名
、
山
大
関
係
者
３
名

 

 ・
熊
毛
学
園
協
育
ネ
ッ
ト
会
長
（
藤
津
睦
博
）
 

 
平
成
２
６
年
度
の
拡
大
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
熊
毛
子
ど
も
育
成
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
つ
な
が
ろ
う
ふ
る
さ
と
大
好
き

 
熊
毛
っ
子
」
を
作
成
し
、
各
小
・
中
学
校
運

営
協
議
会
が
特
色
あ
る
活
動
が
な
さ
れ
、
子
ど
も
達
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
向
け
て
着
実

に
取
り
組
み
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。
本
日
の
研
修
会
で
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連

携
し
て
熊
毛
地
区
で
育
て
た
い
子
ど
も
像
を
共
有
し
具
現
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

今
年
度
は
「
熊
毛
学
園
構
想
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、
こ
の
「
熊
毛
学
園
構
想
」

が
、
子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
考
え
る
場
に
な
れ
ば
と
思
う
。「
熊
毛
学
園
」

は
各
小
中
高
の
学
校
運
営
協
議
会
の
協
働
組
織
体
で
あ
り
、
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
あ
る
。

め
ざ
す
子
ど
も
像
は
「
地
域
を
愛
し
、
地
域
で
活
躍
す
る
、
心
豊
か
な
児
童
生
徒
」
の
育
成
で
あ
る
。
一

人
ひ
と
り
に
「
生
き
る
力
」
を
育
み
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
、
協
力
し
て
取
り
組
み
た
い
。

 

 ・
指
導
助
言
（
木
本
育
夫
）

 

 
今
日
の
協
議
は
平
成

26
年
度
に
立
ち
上
げ
た
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
の
成
果
が
表
れ
て
い
た
。
学
校
・
地

域
が
当
事
者
意
識
を
も
っ
て
、
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意

識
を
も
っ
て
い
る
か
ら
意
見
が
で
た
の
だ
と
感
じ
て
い
る
。
当
事
者
意
識
が
地
盤
で
あ
る
。
す
で
に
地
盤

が
で
き
て
い
る
の
で
再
ス
タ
ー
で
あ
る
。

 

生
徒
が
参
加
す
る
取
組
は
県
内
で
も
な
か
な
か
な
い
。
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
人
が
一
生
懸
命
自
分

た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
大
切
あ
る
。
今
日
は
、
育
て
た
い
子
ど
も
像
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
た
が
、
み
ん
な
が
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
、
子
ど
も
達
が
知
る
こ
と
が
大
切
、
先
生
・
地

域
・
家
庭
が
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
周
知
が
ど
の
地
域
で
も
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。
プ
リ
ン

ト
を
配
っ
て
終
わ
り
で
は
周
知
し
な
い
。
周
知
の
仕
方
を
工
夫
し
て
ほ
し
い
。
 

今
後
は
各
校
で
の
活
動
を
育
て
た
い
子
ど
も
像
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
授
業
と
結
び

つ
け
る
、
行
事
と
結
び
つ
け
る
。
小
中
高
で
共
通
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
は
少
な
い
が
、
こ
れ
か
ら

各
校
の
共
通
部
分
を
探
し
出
し
て
「
こ
れ
だ
け
は
や
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
領
域
の
軸
に
し
て
ほ
し
い
。

時
間
を
か
け
て
柱
を
つ
く
っ
て
い
け
ば
よ
い
。
ま
た
、
大
人
が
つ
な
が
る
こ
と
、
先
生
方
が
つ
な
が
る
こ

と
、
子
ど
も
達
が
つ
な
が
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
も
っ
と
も
っ
と
互
い
が
つ
な
が
る
場
を
設
定
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
つ
な
が
り
、
具
現
化
に
向
け
て
ど
ん
な
取
り
組
み
を
す
る
か
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

 

 

・
熊
毛
学
園
協
育
ネ
ッ
ト
副
会
長
（
徳
原
慶
二
）
 

高
校
は
地
元
に
あ
り
な
が
ら
地
域
の
方
が
来
校
す
る
機
会
も
少
な
く
、
地
域
と
つ
な
が
る
感
覚
が
な

い
。
ぜ
ひ
熊
毛
北
高
校
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。
今
日
の
つ
な
が
り
、
出
会
い
を
大
切
に
し
、
み
ん
な
で

熊
毛
地
区
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
。
 

 ・
所
感

 

 
今
日
の
生
徒
の
様
子
は
、
先
生
方
の
配
慮
も
あ
る
が
、
ま
さ
に

H2
6
か
ら
の
成
果

で
あ
る
。
生
徒
の
参
加
に
よ
り
、
教
職
員
も
地
域
も
児
童
・
生
徒
を
中
心
と
し
た
熊

毛
学
園
で
あ
る
こ
と
、
今
後
も
児
童
・
生
徒
が
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
強
く
印

象
付
け
ら
れ
た
と
考
え
る
。
今
後
は
、
持
続
可
能
な
組
織
づ
く
り
、
持
続
可
能
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

 
く
ま
げ
が
く
え
ん
 


